
　　布の絵本の特徴は、「絵」を取り外したり、つけたり、動かしたり出来る事です。

　手指を動かし、子ども達の日常生活の訓練を楽しく行う事が出来ます。

　視覚、触覚、聴覚を使って遊ぶ事が出来て、県内の特別支援学校などで、安全性も

　評価されています。

　　紙の絵本とは違った布のやさしさや、作った人の温かい心を伝えてくれるもので

　子どもだけでなく、大人でも楽しむ事ができます。

◆　活動内容　　 絵本又はオリジナルで布の絵本を制作、展示会、講師派遣

◆　定例会、作業日 月に1～2回　月曜日　午前１０時半～午後３時

◆　活動場所 県立図書館　別館

◆　ゆずりはの会とは

私達は、布の絵本のやさしさ、ぬくもり、楽しさに魅せられて、県内各地から集まり

布の絵本を手づくりしています。

より多くの子ども達に、布の絵本を手に取って楽しんで貰えるよう、制作した布の絵本は

子ども図書館に寄贈しています。制作の他、県内のボランティア団体と情報交換を

しながら、３０年以上活動を続けています。

ＳＮＳが普及した今、「布の絵本」が、子ども同士で、家族で、地域で、心を通わせ

触れ合いを深めるきっかけになり、本の世界への架け橋になって欲しいと思います。

◆　お問い合わせ先

福岡県立図書館　子ども図書館

☎　０９２－６４１－１１６１

布の絵本制作ボランティア　ゆずりはの会　会員募集

布の絵本とは

ゆずりはの会の活動

子ども達のために　手づくりで布の絵本を一緒に作りませんか？

福岡県立図書館

見学も大歓迎です


